
YNK弾動 臼砲 の性能 (Ⅱ)

-YNK弾劾臼砲を用いた点燦による可変試料丑試験一

田中則帝●.村永培太郎叫,和田有司●'+.
矢埼英郎●●●,田村昌三●'●.書田忠雄''+

自己反応性歯牙の危険反応の一つ{･ある壌伝の持艶 を評伝するために鞄孔が長く.瞬道を

叫純化し.鞄孔内圧力の甜定茨匿をWlえたYNK鮮血臼砲を試作した｡そして2位類の.%色火

萌および過酸化ベン･/イル(BPO)をモデル物市として.これらの物質の留守を確に上る確倦

現象を臼砲の振れ髄および砲孔内圧カを測定することにより的べた｡.-艶色小粒藁とBPOは妖

科且と握れ幅との間に良い直線粥係が速められたが,鼎色粉状毒掛土鼓料丘の増加と共に振れ栂

の増加が沌少した｡起爆方式は逆転確の方が.正起爆より振れ細.庖高圧力ともに大きく,釈

科丘との相関性も良かった｡又振れ幅の方が.最高圧力よりも試料丑との相関性が良く.可変

妖料皿釈放としては.逆境操で振れ細を尺度として用いるのが適当であることがわかった｡

1. はじめに

自己反応性物質の典型的な危険反応として.爆ごう.

爆格および熟爆発が知られている｡安全上の見地から

11これらの危険な反応が起こる可能性があるかどうか

が瓜賓{･ある｡自己持続性の爆ごうが起こるか否かは

BAM50/60鉄管起爆妖艶{･調べることができるl)2)))｡
しかし.爆ごうはしないが爆伝を持戒する物質は50/

60鉄℡妖故では評伝できないIl｡そこで爆燃の持現性

を評缶するために.YNK鮮動臼砲を試作した｡そし

て先に.28fE煩の無色火薬および100%過厳化ベ./I/

イル(BPO)をモデル物質として.これらの鞄方の点

火玉点火による爆伝を臼砲の振れ幅および鞄孔内EE力

を甜定することに上り粥べた5)｡ここでは.上記物質

をYNf(舛助臼砲内で価管によって奄爆 して爆発挙動

を国べたの{･報告する｡

2.* *

2.1 駄 科

原色小粒発及び無色粉状#はEl本化薬㈱軸のものを.

IOOタiBPOは和光純薬工薬㈱梨の鉄率(BPO9793以
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上)を用いた｡無色小粒妻掛土KNO374-80%.C8-

12%.SI0-16%.熱色粉状萱掛土KNO360-70%.C

15-25%.S10-20%であり.佃10m.深さ5m.長

さ1dlの満に入れた開放時の燃焼速度はそれぞれ100

-120cn/S,6-7cz)/Sであった｡妖科容蛤としてl土

塀さ0.5EEbのポール統魁円筒を用い回Iのような飲料

集合体として用いた｡電気箇管は日本化薬㈱魁のもの

を用いた｡石段過酸化物湘定時は岱管を内径7Ed)のポ

I)ェチレン管に入れ 直接価管が右投過駿化物に接触

しないように配癒した｡
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.2 義ZEおよび判定系零敗に用いたYNK鄭助

臼砲および河定系は先の点火玉点火で報告したものS

Jと同じである｡YNK弾動臼砲の構造及び網走糸を図2及び図3に示す

｡滑走系は二つからなっており.一つは臼砲の振れ細

,もう一つは鞄札内圧

力の変化を測定するためのものである｡2.3 央敬

手用())群劫臼砲の孔に回lの妖料集合体を挿入し,投

射物を取 り付ける｡(2) 臼砲の下部に紀鐘用のベ.

/を取り付け.静密位既に印につ

ける｡(3) 圧力抑定系のglmをする｡

(4)館管の脚線を接線し.尋通を砿記して起爆する｡

(5) 臼砲の瓜大振れ帖を正俊する｡(6) 圧力波形を妃擬し庇大圧力を求め

る｡(7) 投射物および砲札内の汚れを掃除し次の実

掛 こ備える｡投射物が鞄孔入口に入らなくなる場合は

.ヤスl)がけな行う｡(8) 就料Et,釈料の

徴税.投射物の質札 転爆方向(ll:短燦.遵起爆

)を変えて湘定を行う｡ここで正起爆とは.筋管部が投射物t馴こ位旺するように駄



TBblo1 ResultsofYNKballisticrTIOrt8Ttest

No. samplenaJne samp]eBize debnator initiation prq'ectile svingleTlg仙 maximumpr

essure1 bhnk Og No.6 Forward 1.0kg 1
7m 103.6ksJdG2 G.P(gTAm ) 5g No.6 forward 1.0

kg 76lZD 203.3k8/CJG3 G.P(irAn ) log No.6
Lord I.0kg lI2m 288.1kg/dG4 G.P(grain)15g No.

6 Forward 1.0kg 118lZn 340.Oks/dG5 G.P(grain)
20g No.6 Forward 1.0kg 155m 322.Ol屯/CJG6 G.P(brain)25g No.6 ford I.0kg 203m 435.

2kg/CJG7 bunk Og No.6 backward 1.0kg 15m 101.Ike/CJG8 G.P(grain)

5g No.6 backd I.0kS 74tEZn 256.0kg/CJG404.2kg/CJG308.3kg/CJG910 g:Si琵琶; log15g No.6No.6 backdbackward
LOkSI.OkS 118m152皿ll G.P(Brain) 20g No.6 ba

ckd I.0kS 18tEB 435.3kg/CJG12 G.P(grain) 25g No.6 badm rd I.0kB 226ロコ 540.7ks

lcJG1 bhztk Og No.6 forward 1.0
kg 17tm 103.6kg/CJG13 G.Ptnealed 2g No.6 L

orwad 1.0kg 37m14 G.Pnealed 4g No.6 ford 1.0
58JZZb15 G.P(tneded) 5g NO.6 fo

rd I.0kg 57m 207.2kg/CJG16 G.P(mealed) 5g NO.6 forward 1.OkS 59tEロ 203.9k
s/CJG17 G.P(meaIed 8g No.6 Forward I.0kg 57t℡

18 G.P(mealed) log NO,6 Forward I.0kg 74血 -19 G.Pmealed 15g No.6 forward 1.0 104En
20 G.P(meaIed) 20g No.6 forward I.0kg 86lZn

215.6kg/CJG21 G.P(mealed) 25g No.6 forwa

rd I.0kg 109dZ) 213.4kg/CJG22 bunk Og No.6
ford I.5kg 24Ed) 117.3kg/CJG23 G.P(tnealed) 5g

No.6 Lord I.5kg 79n 203.9kg/CJG7 bkLnk Og No.
6 bacbard ).Okg 15血 101.1kg/cdG24 G.P(tnealed) 5g

No6 badm rd I.Okg 65n 218.1ks/CJG25 G.P(mealed) log No6 badm rd ).Okg 103血 265.4ks/CJG
26 G.P(mealed) 15g No6 backward I.0kg 119血 22

3.9kg/CJG27 G.P(mealed) 20g NO6 backward I.0
kg )36JEEE} 303.6kg/CJG28 G.P(mea)ed) 25g NO

6 bac血 d I.0kg )50正皿 241.2kg/CJG29 btadk Og 0.6
th cap fom rd I.0kg 17m 103.6kg/dG30 100%BPO 2g 0

.6 th cap Ebrd I.0kg 24EEEa 205.0kg/CJG31 look/BPO
4g 0.6 th cap ford I.0kg 37匹 ) 149.8kg/CJG32 100%BPO 5g No.6 thcap ford I.0kg 44正血 154.2kg/CJG

33 100%BPO 6g No.6W仙cap forward I.0kg 42m 138
.0kg/CJG34 100%BPO 8g No.6Wthcap forward I.0k

g 50mt[ 128.7kglcJG35 100%BPO log No.6Wthcap forw
ard I.0kg 58Ⅶ 166.0kg/CJG36 100%BPO 一og No.6 thcap f

orward I.0kg 59dZI 188.1kg/CJG37 100%BPO 15g No.6
thcap ford I.0kg 79d 180.1kg/CJG38 100%BPO 20g

No.6 thcaP ford ).Oks 109正ヨ 294.1kg/CJG39 100%BPO
30g N○.6 th cap ford LOkg 161E5 485.2ks/CJG40 100,%J3PO 40g No.6 thcap forward I.OkS I74亡ヨ 276.6也/C

JG41 100%ZIPO 一og No.6withcap EorwaTd 1.OkS 181EZ)

306.7ks/CJG42 blank Og 0.6withcap backward 1.0kg 1
4EZD 104.81也/CJG43 IOO%BPO 2g 0.6withcap badm rd 1

.OkS 24EZB 205.0kg/CJG44 100%BPO 4g No.6withcap bacb
ard 1.OkS 37dZB 149.8ks/CJG45 100%BPO 5g 0.6withcap

backⅥld 1.Ol喝 37EZa 195.3kg/QaG46 IOO%/BPO 6g 0.6witJ1Qp tnd⊂Wld 1.0kg 42四 138.0kg/CJG
47 100%/J3PO 8g 0.6witJlap tntkvard 1.0kg 50EZB

128.7kg/CJG48 100%ZIPO log 0.6withcap backward 1
.0kg 61m 175.9kg/CJG49 100%BPO 20g 0.6withcap back

ward 1.0kg 98m 214.1一喝/CJG50 100%BPO 30g No.6W
ithcap bad⊂ward I.0kg 142lm 309.6kg/CJG51 100%BPO 一og No.6withcap backward 1.0kg
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le3.1来襲括黒番管起爆による結果を虫

1に示した｡3.2 鼓料と撮れ幅の関係黒色小粒

薬の試料丘に対する臼砲振れ細のプt,ットを図4に示した｡正起爆でも逆起爆

でも振れ軌 王-3t科丘に対してほぼ直線的に上昇して

いる｡正起爆の方が少レ ミラツキが大きい｡黒色

粉状薬の駄科免に対する臼砲振れ幅のプF7ットを回

5に示した｡正起爆,逝起爆井に振れ幅と試料丑とは比

例関係を示していない｡点火玉点火の場合.振れ幅はある

試料丑で頚tTちになっていたが,筋管起爆の場合点火玉

点火程{･もないが同様な傾向がみられる｡図6に

100%BPOの撮れ絹と就科且との関係をプpサトした
｡
正起爆
,

逆転爆共に振れ軌土罪科丑に対し

て良い直線性を示している｡特に遵起爆の直線性は非 朋S(IJ)II等379KtAS
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常に良い｡但し.BPOの場合には,正起爆と逆起爆

の振れ軌 こ蓋は見られなかった｡

以上の結果から.本邦動臼砲を笛管起爆による爆燃

性物質の可変試料丑試浪抱として用いるためには逆起

爆法が適していることがわかる｡

3.3 駄科量と最高圧力の関係

無色小投薬の飲料丘と圧力七･/サーで測定された砲

孔内の収高圧力との関係を図7に示した｡叔高圧力は

試料丑と共に増加するが正塩I乱 逆起爆共に振れ幅と

の相関性に比べてJ:ラツ牛が沈められる｡

図8には難色粉状薬に対する政商EE力と就料丑との

関係をプF,ットした｡この場合正起爆.連起爆とも叔

高圧力の頭打ちが見られる｡これらの頚打ち現象は投

射物が砲孔から此れて爆焼ガスが外にもれたために転

こったものと思われる｡

図9には100%BPOの最前圧力と鉄科且との関係を

7'F',トした｡正起爆.適壇倭とも虎砧圧力は駄科丘

とともに増加する俵向はあるがバラツ車が沈められる｡

特に正起爆の場合はJ(ラツ牛が大きい｡
3.4 投射物宋丘の影響

100%BPOの正起爆で.投射物質丘の影響を調べた

結果を国10に示す｡投射物質丘を1.Oksから1.5ksに変

-96- 工薬火薬



PpH=154.2t8/CJLIc

pl)一XZ=294.LKt/CE)l

GX25 ℡og 廉 こ K･l/o"g'C躍 lKJ/cJrG20gPEIIX--309.6Lt

/C+I6x2308(A)ronlardIl11日Atlon (b)bchF一rdlnl一iaLlon

Fb.13 PresmreprofileofBPOintheYNKbanisticmortartestwitha

No.6detonatorandalksprojecde

えると坤位駄科Lit当りの振れ軌 土4.0正白/gか

ら4.ZED/gに増加した｡投射物摂政の形執 土小さい｡

3.5 時間一圧力曲検圧カセ･/サー{･紀擬

された砲札内の時間一圧力曲線の一例を回11,回12.

回13に示した｡点火玉点火に比べて圧力の振れが･

赦しい｡反応のはじめに/イズのように上下に圧力が

t振れているの11.冊甘の爆ごうに上るものと思われ

る｡次に現れる痕も大きなピークが分解による圧力ピークと考えられる｡屯甘起爆からこの ピーク正発生ま{

･の時間は妖科丑の増加とともにわずかながら長くなる飯向

がみられる｡このことと圧力波形の増大から.軽焼が

持撹していることが推定できる｡正起爆と適起爆とは

.圧力バター･/11比較的似ている｡魚色小粒薬と

BPOについては.逆転蟻の方が圧力の発生から最高

圧力に到達するまでの時間が短い蛾向が見られる｡す

なわち.燃焼速度が速い｡これは点火玉点火の場合と同様に,逆転機の方が低税ガスの放



であろう｡妖料の像塊に塩田すると思われる圧力ピー

クは大きく分けて二つ見られる｡約半は燃焼に起因す

るもので.扱半は投射物による反射波と考えられる｡

このtL'-タは投射物を用いない時は見られない｡
4. ま と め

砲孔が長く.栴為の冊JPなYNK部助臼砲を妖作し.

これを用いてflt甘塩壕による.敗色小粒串,銀色粉状薬

および100タJBPO粉末の可変駄科血統験を行い,次の

結果を持た｡

(1).%色小粒燕とBPOについては飲料丘と振れ餌

はG(線関係を示した｡しかし..狐色砂状薬は鉄科

丘をある樫庇以上増すと振れ佃の増加11耗少した｡

(2) 正也億より逆起爆の頓合の方がL振れ餌.鞄孔内

魚拓圧力射 こ大きい ｡

(3) 時間一圧力曲線は正塩蝶と適起爆とは比較的似

ているが.逆起爆の方が圧力の先生から愈高圧力

に到達するまでの時間が短い｡すなわち.燃最速

庇が速い｡

(4)振れ蛸は瓜高圧力よりも飲料丘との直線関係が

よい｡
(5) 可変式村政妖鼓としては.達也噸-(･振れ細を尺

庇として用いるのが適当{･ある｡

(6) 鼎色粉状萌のような火薬軌の侵蝕の持統性を粥

ペる釈放法としてはさらに検肘が必要ICある｡
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WemadetheYNKbalIisticmortarwithlongerbore,simplerconstructioTIanda

pressuresensorformeasuringiJuidepreSN eOEtheboretoeyaluatetheabiutytopro-

pagateadenagTation.TheswiJ)glengthincreasedwiththesamplesizelinearlyforgrain

blackpowderandBPO.But,tormealedblackpowdertheincreaseoftheswiJlglength with

increaseofsamplesizestoppedhalfway.Themaximumprcsstlreincreasedwith thesample

sizeasawhole.butthedatawasscatteredcomparedwiththeswinglength.

Boththeswinglength andmaximum pressurebybackwardinitiationwerehrgerthan

thoseoEforwardinitiation.Theswinglengthbybackwaqdinitiationwassuitableforthe

yariablesampletesttoevaltutetheabutytopropagateadeflagration.
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